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▼
秋
刀
魚
が
お
い
し

い
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
魚
屋
が
言
う
に

は
、
秋
刀
魚
は
こ
の

時
期
が
値
段
が
安
く

な
り
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
旬
と
の

こ
と
。
８
月
、
９
月
ご
ろ
に
捕
れ
る
も

の
は
漁
が
解
禁
に
な
り
た
て
で
、
脂
の

量
も
少
な
く
身
も
締
ま
っ
て
い
な
い
も

の
が
多
く
、
し
か
も
初
物
だ
け
に
値
段

も
高
い
。
10
月
、
11
月
に
捕
れ
た
秋
刀

魚
が
一
番
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
▼
私
も
さ
っ
そ
く
脂
の

の
っ
た
秋
刀
魚
を
炭
火
で
焼
き
、
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
妻
と
猫
も
七

輪
の
周
り
に
集
ま
っ
て
き
て
最
高
の
焼

き
上
が
り
。
愛
猫
に
は
骨
が
喉
に
刺
さ

ら
な
い
よ
う
に
身
を
あ
げ
、
私
は
骨
の

部
分
と
な
り
ま
し
た
。
▼
私
は
以
前
、

魚
の
骨
が
喉
に
つ
か
え
、
息
子
の
世
話

に
な
っ
た
過
去
が
あ
り
ま
す
。「
も
う

年
な
の
か
な
」
と
話
し
た
ら
、
息
子
も

孫
ま
で
も
が
喉
に
骨
を
刺
し
た
経
験
が

あ
る
そ
う
で
す
。
た
だ
、
刺
し
た
骨
に

違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
息
子
と
孫
は
ウ

ナ
ギ
の
骨
で
、
私
は
ア
ジ
の
開
き
の
骨

で
し
た
。「
次
に
刺
さ
る
と
き
に
は
、
私

も
ウ
ナ
ギ
に
す
る
」
と
孫
に
話
し
ま
し

た
。
お
い
し
い
秋
刀
魚
も
骨
が
多
い
魚

で
す
。
喉
に
骨
が
刺
さ
ら
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
て
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

大 

樂 

勝 

弘

こちら

村長室

顔見知りだったという弘行さんと

和榮さんは、お見合いがきっか

けで11月22日（いい夫婦の日）に夫
婦となりました。
　「多少の苦労は当たり前」と苦労を

苦労だと思わず、夫婦で支え合いなが

ら50年間歩んできました。「当時は金
婚を迎えるまで生きられないと思っ

た。感無量だ」と２人は目を細めます。
　お子さんたちが催した金婚祝いで

は、花束や手紙など心温まる品が２人
に贈られました。その手紙を読み返し

ながら「結婚して、子どもを授かって、
本当によかった」と目頭を押さえます。
「今は孫の成長が何より楽しみ。成人
式を見たい」と顔をほころばせます。

歩みEpisode_19

半世紀の

金婚を迎えたご夫婦を紹介

鷺野谷弘行さん 和榮さん
富田字二反田／1965（昭和40）年11月結婚

■行政ＮＡＶＩ

■ＣＬＯＳＥ  ＵＰ  ＳＡＭＥＧＡＷＡ

　個人番号カードの交付が始まります
　村づくり各委員会の活動状況をお知らせします ほか

　須藤悠太君が走幅跳で全国５位入賞
　市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

ケ
ー
キ
を
囲
ん
で

心
ま
で
温
ま
る
冬

手
ま
め
カ
フ
ェ
で
販
売
予
定
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

■小特集
　鮫川の郷土料理を楽しむ会
　ふるさとの味を次世代へ　さめがわの豊かな「食」は宝



23

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
こ
ん
な
名
物

あ
っ
た
ら
い
い
な
」。
21
点
の
応
募
の

中
か
ら
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
「
え
ご

ま
マ
ド
レ
ー
ヌ
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
入
賞
作
品
が

展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
ア
イ
デ
ア
あ
ふ

れ
る
一
品
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

農
薬
や
化
学
肥
料
に
頼
ら
ず
に
作
ら

れ
た
安
全
、
安
心
の
農
産
物
。
そ
の
味

を
生
か
し
た
郷
土
料
理
や
ア
イ
デ
ア
料

理
。
鮫
川
村
の
豊
か
な
「
食
」
は
宝
で

す
。
そ
の
こ
と
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
村
内
外
に
そ
の
魅
力
を
発
信
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
鮫
川
の
郷
土
料
理
を
楽
し
む
会
」

は
11
月
21
日
、
村
公
民
館
で
開
か
れ
、

村
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
が

「
鮫
川
の
食
」
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
伝
承
す

る
郷
土
料
理
の
普
及
、
食
育
や
地
産
地

消
の
推
進
な
ど
が
目
的
。
会
場
に
は
、

村
内
で
生
産
・
加
工
さ
れ
た
食
材
を

使
っ
た
料
理
の
ほ
か
、
▼
山
際
食
彩
工

房
（
会
津
若
松
市
）・
山
際
博
美
さ
ん

の
村
内
産
食
材
の
味
を
生
か
し
た
創
作

料
理
▼
明
日
飛
学
園
の
特
製
ギ
ョ
ウ
ザ

▼
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
全
国
学
校

給
食
甲
子
園
応
募
献
立
▼
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
開
発
し
て
い
る
特
産
品
―
な

ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
自
慢
の
品
が
所
狭

し
と
並
べ
ら
れ
、
来
場
者
は
あ
れ
も
こ

れ
も
と
箸
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
楽
し
む
会
」
に
先
立
ち
「
第
12
回
ア

イ
デ
ィ
ア
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰

式
も
開
催
さ
れ
、
特
産
品
開
発
や
地
産

地
消
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
15
人
に
、

鮫
川
の
郷
土
料
理
を
楽
し
む
会

■最優秀賞（村長賞）＝「えごまマドレー

ヌ」修明高鮫川校家庭部Ｂチーム

■県南農林事務所長賞＝「えごま鶏を使っ

たいいとこ「鶏」ごはん！！」修明高鮫川校
フード２年Ａチーム

■優秀賞（商工会長賞）＝「鮫
わ げ

川のバー

ガー」根本良子（西山字岩野草）
■優秀賞（ＪＡ東西しらかわ鮫川支店長賞）
＝「大豆と花豆の松風焼」太田孝行（赤坂
東野字広畑）
■福島民報社賞＝「えだまめときなこのシ

フォンケーキ」修明高鮫川校家庭部Ａチーム

■福島民友新聞社賞＝「肉みそ」齋須信子
（赤坂中野字新宿）
■入賞＝「かぼちゃのスコーン」円谷楓華
（富田字中沢）、「ＢＩＧな豆のＢＩＧりぎょ

うざ」小山智加江（修明高鮫川校）、「大
豆と鶏手羽先のマーマレード煮」和知俊子
（赤坂東野字広畑）、「じゅうねん焼売」
修明高鮫川校フード２年Ｂチーム、「枝豆・
大豆クッキー」修明高鮫川校家庭部Ｃチー

ム、「キャラメル牧場」修明高鮫川校フー

ド３年、「里山洋食シリーズ―さめがわクリ

スピーピザ」山田恵里（緑のふるさと協力
隊）、「びっくりライス丼」西野真希（赤坂
西野字名下）、「大豆づくしのゆべし」小川
美波（村学校給食センター）

鮫川村アイディア料理コンテスト
審査結果（敬称略）

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

毎年楽しみにしています。今年も最高の

「おもてなし」を受けました。「そうめん

かぼちゃの酢の物」と「じゅうねん冷だ

れ」が特においしかったです。「楽しむ

会」は鮫川村だからこそできる催しだと

思います。また来年も参加したいです。

特製ギョウザは焼いたものとゆでたも

の両方、おいしかったです。「しみもっち

つくね」は、柔らかくて味が染み込んで

いておいしかったです。家ではあまり食
べないような新しい料理をたくさん食べ
られて楽しかったです。

鮫川村の野菜は、味に深みがあります。
都内で売られている物とは比べものに

なりません。全ての料理が、素材の味を

生かす味付けがされていたことが印象
的です。もっと自信を持って、広くアピー

ルするべきだと思います。

永林敬子さん㊧、吉田静枝さん　須賀川市 岡田十妃杏さん㊧、関根莉奈さん　鮫川小５年 長谷川明子さん　東京都
今年も最高の「おもてなし」を受けた 家では食べられないような新しい料理もたくさん 素材の味を生かす味付けが印象的

１

２

３

１　村内産の食材をふんだんに使った料理を味わう
来場者／２　「楽しむ会」には、約 200人が来場。村
外から訪れた人も多く、会場はにぎわった／３　テー
ブルには、約 30種類の料理が所狭しと並べられ、来
場者をもてなした

上　最優秀賞（村長賞）に輝いた修明高鮫川
校家庭部Ｂチームの「えごまマドレーヌ」
下　表彰状などを手渡された入賞者たち

小
特
集

ふ
る
さ
と
の
味
を
次
世
代
へ

さ
め
が
わ
の
豊
か
な
「
食
」
は
宝



45

行政

ＮＡＶＩ

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の
導
入
に
よ
り
、

27
年
10
月
か
ら
住
民
票
に
記
載
の
あ

る
人
に
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

が
指
定
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
か
ら
通
知
カ
ー
ド
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
な
ど

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

【
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は
】

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
カ
ー

ド
で
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性

別
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人
の
顔
写

真
な
ど
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
本
人
確

認
の
た
め
の
公
的
な
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
自
治
体

サ
ー
ビ
ス
、ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
な
ど
の
電

子
証
明
書
を
利
用
し
た
電
子
申
請
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
に
利
用

で
き
ま
す
。　

※
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
取
得
は
希
望
す
る
人
だ
け
で
、
初

回
交
付
手
数
料
は
無
料
で
す
。

■
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
カ
ー
ド
面
に
記

載
さ
れ
て
い
る
情
報
や
電
子
証
明

書
が
登
載
さ
れ
ま
す
が
、
税
や
年

号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
に
顔
写

真
を
貼
り
、
返
信
用
封
筒
に
入
れ

て
郵
便
ポ
ス
ト
に
投と

う
か
ん函

す
る
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
申
請
…

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
顔
写
真
を
撮

影
し
、
所
定
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
で
申
請

③
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
申
請
…
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
で
顔
写
真
を
撮
影
し
、

所
定
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
申
請

④
ま
ち
な
か
の
写
真
機
か
ら
の
申
請

…
交
付
申
請
書
を
持
参
し
、
申
請

可
能
な
証
明
写
真
機
「
Ki-

Re-

i
」（
福
島
市
、
郡
山
市
な
ど
に
設

置
）
で
顔
写
真
を
撮
影
し
て
申
請

【
受
け
取
り
方
法
】

　

28
年
１
月
か
ら
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
村
か
ら
「
交
付
通
知
書
」
を
送

付
さ
れ
た
あ
と
、
次
の
必
要
書
類
な

ど
を
持
参
し
、
村
役
場
窓
口
で
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
用

の
暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要
で
す
。

金
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高

い
情
報
は
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
電
子
証
明
書
は
２
種
類
あ
り
ま

す
。
▼
①
署
名
用
の
電
子
証
明
書

…
確
定
申
告
の
申
請
や
民
間
オ
ン

ラ
イ
ン
取
引
（
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン

キ
ン
グ
な
ど
）
の
登
録
な
ど
②
利

用
者
証
明
用
の
電
子
証
明
書
…
行

政
の
サ
イ
ト
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

な
ど
）
や
民
間
の
サ
イ
ト
へ
の
ロ

グ
イ
ン
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
利
用
な
ど

【
申
請
方
法
】

①
郵
送
に
よ
る
申
請
…
通
知
カ
ー
ド

と
一
緒
に
送
付
さ
れ
た
「
個
人
番

▼
①
交
付
通
知
書
②
通
知
カ
ー
ド
③

本
人
確
認
書
類
④
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
だ
け
）

　

ま
た
、
本
人
が
病
気
、
身
体
の
障

害
、
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
、
来
庁
す
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
に
限
り
、
代
理
人
に
カ
ー
ド
の
受

け
取
り
を
委
任
で
き
ま
す
。

【
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
が
終
了
】

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
る

28
年
１
月
以
降
、
住
基
カ
ー
ド
の
発

行
は
行
い
ま
せ
ん
。
27
年
12
月
以
前

に
発
行
さ
れ
た
住
基
カ
ー
ド
は
、
有

効
期
間
内
は
引
き
続
き
利
用
で
き
ま

す
。

　

住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
が

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る

際
に
は
、
住
基
カ
ー
ド
を
返
却
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
１
２
０
‐
95
‐
０
１
７

８
（
平
日
…
９
時
30
分
〜
22
時
／

土
日
・
祝
日
…
９
時
30
分
〜
17
時

30
分
／
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日

ま
で
を
除
く
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

28
年
１
月

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す

検査試料 赤坂西野 西　山 赤坂中野 東　石 富　田 渡　瀬 青生野

ホウレン草 不検出 不検出 不検出 不検出

カボチャ 不検出 不検出 不検出

小松菜 不検出 不検出 不検出

サツマイモ 不検出 不検出 不検出

ジャガイモ 不検出 不検出 不検出

エゴマ 不検出 不検出
　～ 8

不検出

大根 不検出 不検出
　～19

不検出
　～16

ニンジン 不検出 不検出 不検出

白菜 不検出 不検出 不検出

花豆 不検出 不検出 不検出

カブ
不検出
　～10

不検出

菌床シイタケ 不検出

銀杏 不検出

イノシシ肉 422～882 308 239～432 457

[ベクレル/㎏］10月16日～11月13日検査

　村内で栽培・採取され
た農産物などの放射性セ
シウム測定結果を公表し
ます。結果は参考値で目安
です。
　村は引き続き放射性物
質の検査を受け付けてい
ます。ぜひ、利用してくだ
さい。

問村農林課☎㊾３１１４

農産物などの

放射性物質
測定結果

【注釈】
①放射性セシウムは134と
137の合算値です。
②検出限界値未満を「不検
出」と表示しています。
③空欄は測定実績がありま
せんでした。
④同じ地区で複数ある場合
は、最小値と最大値を表示
しています。

村づくり各委員会の活動状況をお知らせします

個人番号カード

マイナちゃん

【表】

【裏】

●2015年10月開始
●クラインガルテンを

やってみたい、あるいは

興味のある団体や個人の

参加によるワークショッ

プを開く（16人）
●ワークショップで話し

合う中から、鮫川村クラ

インガルテンの方向性を

検討
●具体的な実施方法につ

いて検討

●2015年11月開始
●湯の田温泉の利活用に

ついて、基本構想を策定
●公募委員と委嘱委員の

11人で構成

●2015年10月開始
●「まち・ひと・しごと

創生法」に基づく地方版
総合戦略を検討
●「村第４次振興計画」
の実施計画と位置付け、
村民20人と職員20人によ

る振興計画の委員で構成
●移住定住、ふるさと回
帰推進、若者・女性が自
己実現できる村づくり、
若者の仕事創出

●2015年11月開始
●鹿角平観光牧場をス

ポーツエリアとして拡大
し、スポーツ合宿の受け

入れや陸上競技トラック

などの整備に関する基本
構想を策定
●公募委員と委嘱委員の

16人で構成

鮫川村総合戦略
検討委員会

問村企画調整課☎49３１１５

温泉活用基本構想
検討委員会

鹿角平合宿誘致推進
基本構想検討委員会

クラインガルテン
勉強会
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成
長
し
続
け
る
16
歳

目
指
す
は
８
㍍
ジ
ャ
ン
パ
ー

鮫
川
村
民
の
誇
り
を
胸
に

タ
ス
キ
を
つ
な
い
だ
95
・
１
㌔

市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

須
藤
悠
太
君
が
走
幅
跳
で
全
国
５
位
入
賞

CLOSE  UP  SAMEGAWA
ク ロ ー ズ　 ア ッ プ　 さ め が わ

昨
年
よ
り
２
つ
順
位
を
上
げ
て
目
標

と
し
て
い
た
総
合
20
位
台
に
入
り
、

２
年
連
続
５
回
目
の
敢
闘
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
区
を
走
っ
た

緑
川
春
香
さ
ん
が
村
の
部
区
間
賞
に

輝
く
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。
本
村
が

26
回
出
場
す
る
中
で
、
１
区
で
の
区

間
賞
獲
得
は
初
め
て
の
快
挙
で
す
。

　

選
手
、
実
行
委
員
は
団
結
し
、「
鮫

川
村
の
た
め
に
、
鮫
川
村
民
の
た
め

に
」
と
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
走
り
抜

き
ま
し
た
。

 

自
己
ベ
ス
ト
は
、
９
月
の
新
人
戦

県
大
会
の
記
録
７
㍍
02
。
助
走
を
変

え
た
こ
と
で
、
40
㌢
も
伸
び
た
と
い

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
安
定
し
て
７

㍍
付
近
を
飛
べ
る
よ
う
に
な
り
、
着

実
に
実
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
、
走
り

込
み
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に

重
点
的
を
お
き
、
脚
力
や
ス
ピ
ー
ド

の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
目
標
を
聞
く
と
、
「
高
校
３
年
ま

で
に
８
㍍
を
飛
ぶ
」
と
き
っ
ぱ
り
。

さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
第
27
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦

断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅

伝
）
」
は
11
月
15
日
、
し
ら
か
わ
カ

タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
を
ス
タ
ー

ト
、
県
庁
前
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
16
区

間
、
95
・
１
㌔
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

本
村
チ
ー
ム
は
総
合
29
位
と
健
闘
し

ま
し
た
。

　

こ
と
し
も
中
学
生
・
高
校
生
を
中

心
に
若
い
力
を
機
動
力
と
し
、
そ
れ

を
ベ
テ
ラ
ン
が
ま
と
め
る
と
い
う
編

成
で
大
会
に
挑
ん
だ
本
村
チ
ー
ム
。

　

「
第
70
回
国
民
体
育
大
会
」
は
９

月
30
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
の
８
日

間
、
和
歌
山
県
の
紀
三
井
寺
公
園
陸

上
競
技
場
で
行
わ
れ
、
須
藤
悠
太
君

が
福
島
県
選
手
団
陸
上
競
技
の
選
手

と
し
て
少
年
男
子
Ｂ
走
幅
跳
に
出

場
。
６
㍍
95
を
記
録
し
、
堂
々
５
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

「
自
己
ベ
ス
ト
の
記
録
を
出
せ
な

か
っ
た
の
で
、
少
し
悔
し
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
大
き
な
大
会
で
入
賞
で

き
た
こ
と
は
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
」
と
、
大
会
を
振
り
返
り
ま
す
。

行政

ＮＡＶＩ

　

冬
を
迎
え
る
と
本
格
的
な
降
雪
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
村
は
、
積
雪
15
㌢

以
上
に
な
っ
た
場
合
に
除
雪
作
業
を

行
い
ま
す
。
効
率
的
に
除
雪
作
業
を

行
う
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間　

積
雪
15
㌢
以
上
に
な
っ

　

た
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
除
雪

対
象
路
線　

村
道
・
林
道
な
ど
１
４

　

２
路
線
（
１
８
７
・
６
㌔
）
道
路

　

本
線
だ
け
の
除
雪
と
な
り
ま
す
。

除
雪
方
法　

村
内
の
工
事
請
負
業
者

５
社
（
委
託
）
と
村
で
除
雪

■
除
雪
作
業
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

全
て
の
路
線
を
除
雪
す
る
に
は
、

早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を
開
始
し
て
も

夜
遅
く
ま
で
か
か
り
ま
す
。
状
況
に

よ
っ
て
は
２
日
以
上
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

順
次
、
除
雪
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
個
人
の
門
口
、
私
道
入
り
口
な
ど

の
除
雪
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

車
道
の
除
雪
後
、
個
人
の
門
口
、

自
宅
ま
で
の
私
道
入
り
口
な
ど
に
、

ど
う
し
て
も
雪
が
残
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
出
入
り
口

の
確
保
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
者

（
所
有
者
・
利
用
者
）
で
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。

■
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

路
上
駐
車
は
大
変
危
険
で
す
。
ま

た
、
除
雪
作
業
に
支
障
を
き
た
す
た

め
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
道
路
脇
の
支
障
物
な
ど
は
降
雪
前

に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

路
肩
や
側
溝
に
積
ん
で
あ
る
木

材
・
資
材
な
ど
は
除
雪
作
業
に
支
障

を
き
た
す
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し

ま
す
。
移
動
不
可
能
な
場
合
は
、
除

雪
作
業
で
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
に

目
印
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
道
路
や
歩
道
に
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
は
、
枝
の
刈
り
払
い
な
ど
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

樹
木
が
道
路
や
歩
道
に
張
り
出
し

て
い
た
り
、
倒
木
の
恐
れ
が
あ
っ
た

り
す
る
場
合
は
、
降
雪
前
に
土
地
所

有
者
が
枝
の
刈
り
払
い
や
伐
採
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
車
道
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

車
道
に
雪
を
出
し
て
し
ま
う
と
、

道
路
が
デ
コ
ボ
コ
に
な
り
交
通
障
害

の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

非
常
に
危
険
な
の
で
、
車
道
へ
の
雪

出
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
除
雪
車
の
無
理
な
追
い
越
し
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

除
雪
車
の
追
い
越
し
は
大
変
危
険

で
す
。
無
理
な
追
い
越
し
は
交
通
事

故
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
消
火
栓
な
ど
の
除
雪
は
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
い
つ
で
も

使
用
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
地

域
で
協
力
体
制
を
整
え
て
除
雪
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
村
地
域
整
備
課
☎
49
３
１
１
６

　11月15日に行われた県議
会議員一般選挙の投票率は、
71.51％でした。
　投票区別の投票率は次のと

おりです。

問村選挙管理委員会
　☎49３１１１

村の投票率
71.51％

県議会議員一般選挙

■投票区別投票率

投票区 投票率（％）
男 女 計

鮫川 71.19 70.52 70.86

西野 76.89 77.70 77.30

西山 68.38 67.43 67.90

富田 71.94 72.32 72.11

渡瀬 66.97 70.32 68.64

青生野 71.03 75.89 73.52

戸草 71.25 73.91 72.48

計 71.16 71.88 71.51

除
雪
作
業
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

須藤悠太君
すとう・ゆうた／郡山東高校１年　赤坂西野字茅

上　一致団結して走りぬい

た鮫川村チーム／左　ア

ンカーの鈴木選手がゴール

（写真提供：猪苗代町）

雪の重みで車道に覆いかぶさる竹（2015年１月）



89

鮫
川
村
の
「
イ
ベ
ン
ト
の
秋
」
を
満
喫

ア
イ
デ
ア
料
理
や
民
謡
な
ど
に
挑
戦

上　アイディア料理コンテストで入賞した「里
山洋食シリーズ　さめがわクリスピーピザ」
下　アイディア料理コンテストの表彰式に出
席。表彰状と記念品をいただきました

鮫川村で開かれた「ブロック

交流会・ふるさとフォーラム」。
東北・関東地区に派遣されて

いる仲間と久しぶりに再会し、
情報交換などをしました

「緑のふるさと協力隊 in 鮫川村」

「いいね！」お願いします。

　めぐみのさと　　　緑のふるさと協力隊・山田恵里さんの鮫川体験記

壇
の
岡
祭
は
大
盛
り
上
が
り
！

　

10
月
24
日
、
壇
の
岡
祭
を
開
き

ま
し
た
。
当
日
は
、
多
く
の
ご
来

賓
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
見
守
る

中
、
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
意
見
文
、
英
語
弁
論

発
表
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、

午
後
に
各
学
年
の
総
合
学
習
な
ど

の
発
表
や
有
志
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
３
年
生
が
活
躍
し
、
素
晴

ら
し
く
充
実
し
た
壇
の
岡
祭
と
な

り
ま
し
た
。

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
▼
最
優
秀
賞
…

３
年
１
組
▼
優
秀
賞
…
２
年
１

組
▼
伴
奏
者
賞
…
関
根
春
歌

（
３
年
１
組
）
▼
指
揮
者
賞
…

藤
田
菜
月
（
３
年
１
組
）

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
▼
藤
田  

　

春
香
（
３
年
１
組
）

激
走
の
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

10
月
17
日
、

農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
に

校
内
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
土
曜
日
の

開
催
で
、
多
く
の
人
た
ち
に
熱
い

応
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
男
子
総
合
…
①
鈴
木
和
之
②
鷺

野
谷
海
翔
③
舟
木
悠
悟
▼
女
子
総

合
…
①
北
條
佑
奈
②
関
根
美
可
③

湯
座
真
代

癒
や
さ
れ
た
芸
術
鑑
賞
教
室

　

ア
ン
サ
ン
ブ

ル
デ
ィ
ヴ
ェ
ル

タ
ー
ズ
に
よ
る

芸
術
鑑
賞
教
室

が
、
11
月
11
日

に
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
員
合
唱
の
校
歌
を
含
め
た

17
曲
の
演
奏
に
う
っ
と
り
癒
や
さ

れ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

（
文
・
写
真
／
鮫
川
中
学
校
）

鮫川中学校編

（134）

　続
そくい

飯は米粒を練って作るのりで、日
本の伝統的な工芸品や装飾品に欠か

せないものでした。続飯は職人自身
が作りました。
　幼少のころのことです。仕事に一区
切りつけた近所の老職人が私の遊び

相手になってくれました。
「続飯作りの競走をしよう」
　仏様にお供えする程度の米粒をのり

にする競争です。私は力の限り頑張り

ました。見る見るうちにのりになってい

きます。ふと気付いて老職人を見ると、
一粒一粒ゆっくりゆっくりへらでつぶし

て確実にのりにしています。一方、私の

のりは、米粒が残っていました。勝負
は早くつき、悔しい思いをしました。
　この老職人から学んだことはたくさ

んあります。小道具を引き出しに入れ、
必要に応じて取り出せる裏技に感心し
ていました。
　その老職人は、今も私の心に残って

います。
奧貫　洋

教育長コラム
早く正確に作業ができるように

日本ハムの中田翔選手が目標

自分の特技を生かせるネイリスト

将来の夢はトラックの運転手

さめがわの教育

ぼ
く
・
わ
た
し
の
夢

＜

第
７
回＞

鮫
川
小
６
年
生

恵 里みの
さめがわ日記　ｖｏｌ .８

Education  of  SAMEGAWA

大平碧斗君

木村天音さん

石井翔大君

藤田拓朗君

お父さんみたいな電話線やインターネット

回線をつなぐ仕事をしたいです。夜中、急
に電話がかかってくることもあって、それに

対応しているところがかっこいいです。早く
正確に作業できるようになりたいです。

プロ野球選手になりたいです。思い切り打
てたり、守備で速い打球を捕れたりしたと

きがうれしいです。目標は日本ハムの中田
翔選手。フルスイングで、当たると確実にホー

ムランになるところがすごいです。

将来の夢はネイリストです。デザインを考
えたり、細かい作業が得意だったり、自分
の特技を生かせる仕事だと思ったからです。
お客さんの好みに合わせたネイルができる

ネイリストになりたいです。

将来はトラックの運転手になりたいです。
お父さんがトラックの運転手をやっていて、
その姿を見て憧れています。汗を流しなが

ら一生懸命働いているところがかっこいい

です。

月
は
紅
葉
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と

言
わ
れ
ま
す
。
私
に
と
っ
て
鮫
川
村

の
秋
は
「
イ
ベ
ン
ト
の
秋
」
で
し
た
。

　

東
北
・
関
東
地
方
に
派
遣
さ
れ
て
い

る
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
が
集
ま
る
「
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
会
・
ふ
る
さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
11
月
５
日
、
６
日
の
２
日
間
、
ほ
っ
と

は
う
す
で
開
か
れ
ま
し
た
。
久
々
の
再
会

で
、
少
し
は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ
ま
し
た
が
、
鮫

川
村
の
名
所
な
ど
を
見
学
し
た
り
、
た
く

さ
ん
話
し
た
り
と
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

11
月
８
日
は
「
手
・
ま
め
・
館
」
の
10

周
年
大
感
謝
祭
が
あ
り
、
私
は
喫
茶
店
を

手
伝
い
ま
し
た
。
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
お
客
さ
ん
が
来
て
び
っ
く
り
し
た

の
と
同
時
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
お
越
し
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
21
日
に
は
「
鮫
川
の
郷
土

料
理
を
楽
し
む
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
ア

イ
デ
ィ
ア
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
し
ま

し
た
が
、
な
ん
と
入
賞
し
ま
し
た
！　

多

く
の
人
に
試
食
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
、
ダ
メ
ダ
メ
の
連
続
で
し
た
が
、
入
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
11
月
23
日
の
「
ふ
る
さ
と

芸
能
発
表
会
」
に
、
渡
瀬
民
謡
愛
好
会
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
敬
老
会
で
も
「
会

津
磐
梯
山
」
を
謡
い
ま
し
た
が
、
今
回
は

少
し
こ
ぶ
し
を
効
か
せ
ら
れ
る
よ
う
に
練

習
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
上
手
に
は
い
き

ま
せ
ん
が
、「
会
津
磐
梯
山
」
は
一
生
の
持

ち
歌
と
し
て
練
習
し
て
い
き
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

12
月
に
入
り
そ
ろ
そ
ろ
年
末
で
す
。
今

度
は
ど
ん
な
楽
し
み
が
待
っ
て
い
る
の

か
、
今
か
ら
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。
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子
作
り
体
験
教
室
▼
特

産
品
販
売
▼
農
家
民
宿

や
村
の
四
季
・
歴
史
文

化
の
紹
介
―
な
ど
を
行

い
、
都
市
住
民
に
五
感

を
通
し
て
鮫
川
村
の
魅

力
を
伝
え
ま
し
た
。

　

「
保
護
者
給
食
試
食

会
」
は
11
月
６
日
、
鮫

川
小
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

「
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
く
し
ま
さ
ん
」
事
業

の
補
助
を
受
け
て
実

施
。
親
子
で
地
場
産
物

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
い
、

県
産
食
材
に
対
す
る
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　

火
災
防
御
訓
練
は
11

月
８
日
、
官
沢
地
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
棚
倉
消

防
署
鮫
川
分
署
員
、
村

消
防
団
や
地
元
住
民
が

参
加
。
通
報
か
ら
消
火

ま
で
の
一
連
の
防
御
活

動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
団
員
ら
は
、
本

番
さ
な
が
ら
の
機
敏
な

動
作
で
、
訓
練
に
臨
み

ま
し
た
。

　

今
回
が
初
開
催
と

な
っ
た
「
ま
る
ご
と
み

ん
な
de
さ
め
が
わ
む

ら
」
を
11
月
１
日
、
東

京
都
北
区
の
文
化
芸

術
活
動
拠
点
施
設
「
コ

コ
キ
タ
」
で
開
き
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
村
内
産

食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
「
お
ふ
く
ろ
の

味
」
を
振
る
舞
っ
た
ほ

か
、
▼
バ
タ
ー
・
お
菓お菓子作りを楽しむ親子 放水訓練を行う消防団員

村政TOPICS

堂
々
と
発
表
す
る
児
童
・
生
徒

縁
日
を
楽
し
む
来
場
者

心
一
つ
に
歌
声
を
披
露
す
る
生
徒
た
ち

２
４
１
柱
の
め
い
福
を
祈
っ
た
追
悼
式

一
緒
に
汗
を
流
す
高
校
生
と
高
齢
者

多
く
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
館
内

万が一に備えて火災防御訓練村の魅力を五感で伝える

思いを言葉と歌にのせて日ごろの感謝を込めて
少年主張大会・音楽発表会村民の店「すまいる」２周年感謝祭

　「第20回少年主張大会・第14回音楽発表会」
は11月３日、村公民館で行われました。主張大会
では、小・中・高校生が家族や友人のこと、これま

での経験から感じたことなどを発表。続いて行わ

れた音楽発表会では、小・中学生が美しいハーモ

ニーを披露し、観客を魅了しました。

　村
み ん な

民の店「すまいる」の２周年感謝祭は11月７
日、同店で行われました。
　会場では、杵

きね

つき餅や豚汁などが振る舞われ

たほか、出店、抽選会や自然観察宝さがしゲーム

などの多彩な催しが行われ、子どもから高齢者ま

で多くの来場者でにぎわいました。

　青生野小（遠藤真由美校長、13人）の学習発表
会は10月25日、鮫川小（芳賀なおみ校長、181人）
の「さめっ子フェスティバル」は同31日、各学校で

開かれ、児童たちが日ごろの学習の成果を披露し
ました。
　青生野小では、創作劇、英語劇や全校合唱など

が披露されました。プログラムの最後に

は、児童、保護者、地域住民などが「村
民の歌」を合唱し、体育館いっぱいに歌
声を響かせました。また、鮫川小では、
劇や合奏など、学年ごとに趣向を凝らし

た演目が発表され、保護者たちから大き

な拍手が送られました。

村政TOPICS

学習の成果を披露 生徒たちの思いが結集

戦没者のめい福を祈る

ゲートボールで交流深める

10年の節目に多彩な催し

親子で県産食材の理解深める

鮫川小、青生野小で学習発表会 鮫川中の「壇の岡祭」

鮫川村戦没者追悼式・慰霊祭

鮫川校で老人クラブとの親善スポーツ大会

「手・まめ・館」10周年大感謝祭

　村農産物加工・直売所「手・まめ・館」の10周年
大感謝祭は11月８日、同所で行われました。直売
所や喫茶店では、感謝祭特別価格で商品が提供
されたほか、抽選会、バイキング形式のワンコイ

ンランチ、ＭＡＢＯ（大河内正紀氏）による和太
鼓演奏などが催され、来場者を楽しませました。

　鮫川中（佐藤勝久校長、94人）の「壇の岡祭」
は10月24日、同校で行われました。午前中には、
意見文発表、英語弁論発表、クラス対抗の合唱コ

ンクール。午後には、総合学習で学んだことを披
露したほか、有志による発表も行われ、生徒たち

の思いが結集した学校祭となりました。

　「鮫川村戦没者追悼式・慰霊祭」は10月27日、
村公民館で開かれ、戦没者のめい福を祈り、平
和への誓いを新たにしました。追悼式では、黙と

うのあと、大樂村長が式辞を述べました。引き続
き、慰霊祭が行われ、生田目利夫会長が祭文を読
み上げたあと、参列者が玉串をささげました。

ほ っ と ニ ュ ー ス

地産地消給食を味わう親子

　修明高鮫川校生徒会主催の「老人クラブとの

親善スポーツ大会」は10月28日、さぎり荘ゲート

ボール場で行われ、高校生と高齢者がゲートボー

ルを通して交流を深めました。大会では、混合
チームを編成し、予選リーグ戦、決勝トーナメント

で競い合い、和やかな時間を過ごしました。

上　息の合った合奏などを披露（「大切なもの」
鮫川小５年）
左　感情豊かに表現した劇「ブレーメンの音楽
隊」（青生野小５・６年）
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Book

豆乳は植物性たん

ぱく質が豊富で、さ
まざまな美容・健
康効果があること

が知られている。
野菜や果物をプラ

スして毎日おいしく

食べられる「豆乳の魔法レシピ」を
紹介。

明日は楽し
いクリスマ

ス。いい子
にはサンタ

がくるよ。
でもね、わ

るい子には？　そう思うとしんぱ

いでねむれない。そんなとき、トン

トンと、だれかがドアをノックして

…。友だちへの思いやりやお母さ

んを大好きな気持ちを温かく描い

た絵本。
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図 書 の 缶 詰

図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館☎ 29-1150

すずき・ちほ●1978年８月新潟県生まれ。８年前に鮫川村に
移住。塙厚生病院（塙町）に勤務。趣味はバラを育てること。「く
よくよしない」「明るく」がモットー。赤坂中野字道少田、37歳。

209村民【随想】リレー

鈴木千穂さん

みんなが主役

み ん な の ペ ー ジ

集
落
の
高
齢
者
で
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
す

折戸スマイルサロン
　

折
戸
集
落
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
月
１
回

行
わ
れ
て
い
る
「
折
戸
ス
マ
イ
ル
サ
ロ
ン
」。

８
人
が
参
加
し
、
阿
久
津
澄
子
さ
ん
と
阿
久

津
春
江
さ
ん
が
中
心
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
「
筋
力
づ
く
り
教
室
」
な
ど
に
参
加
す
る

高
齢
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、
澄
子

さ
ん
と
春
江
さ
ん
は
一
軒
一
軒
歩
い
て
声
を

か
け
、
２
０
０
９
年
４
月
に
始
め
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
で
は
、
歌
や
運
動
の
ほ
か
、
工
作
、

調
理
実
習
、
専
門
家
に
よ
る
講
話
な
ど
、
毎

回
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
和

や
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
「
歌
っ
た
り
運
動
し
た
り
す
る
の
で
ボ
ケ

防
止
に
な
る
」「
み
ん
な
と
話
し
が
で
き
る

こ
と
が
最
高
」
な
ど
、
参
加
者
は
月
１
回
の

サ
ロ
ン
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

さ

る

め

集

が

い

わ

44

を

彩

■

第３土曜日は 家族一緒に読書の日

俳　
　

句

柿
見
れ
ば
柿
を
描
き
し
冬
隣

中
井

　
恒
峯

朝
霧
の
煙
の
如
し
秋
深
む

北
條
素
人
坂

秋
の
日
の
安
保
反
対
子
を
抱
く
母

松
本

　
精
一

朴
葉
流
れ
清
音
濁
音
江
竜
田
の
滝

土
　
竜

　
庵

渓
声
と
紅
葉
の
中
橋
に
立
つ

前
田

　
縫
子

豆
ま
と
い
蛙
飛
び
出
す
あ
た
た
か
さ

齋
須

　
信
子

今
年
ま
た
秋
刀
魚
届
き
て
無
事
を
知
る

山
本

　
恵
子

岩
肌
に
落
葉
残
し
て
滝
流
る

鈴
木

　
米
子

　
　
　
　
　

  　

（
鹿
角
平
観
光
牧
場
）

秋
雲
遥
か
牧
野
に
牛
の
影
も
な
し

山
本
五
十
鈴

短　
　

歌

鍬
持
て
ば
温
も
る
土
の
香
に
立
ち
て
未

だ
頑
張
れ
る
と
畑
に
打
ち
込
む鈴

木
イ
ミ
子

小
和
清
水
こ
ん
こ
ん
と
湧
く
岩
間
よ
り

映
し
出
さ
れ
る
式
部
の
こ
こ
ろ佐

藤
　
春
枝

や
が
て
村
の
担
い
手
と
な
る
園
児
た
ち

元
気
に
続
く
日
課
の
華
は

矢
吹

　
定
子

野
も
山
も
錦
の
色
に
輝
き
て
今
年
最
後

の
花
と
し
匂
う

須
藤

　
幸
子

夕
か
げ
に
伸
び
た
る
己
が
影
を
見
て
今

日
一
日
の
無
事
に
感
謝
す

水
野

　
珠
子

身
の
廻
り
豊
か
に
し
つ
つ
生
き
る
日
の

野
菜
は
育
つ
旬
の
も
の
と
し
て溝

井
　
清
乃

野
の
道
に
つ
け
ば
愛
あ
る
花
の
ご
と
迎

え
て
く
れ
る
雑
草
達
は

坂
本

　
伊
紀

庭
に
出
て
ビ
ー
ル
の
空
き
箱
椅
子
に
し

て
暫
し
聴
き
入
る
か
な
か
な
の
声

本
郷
　
千
代

一
廻
り
セ
ニ
ア
ー
カ
ー
を
走
ら
せ
る
道

に
迎
え
る
雑
草
の
花

一
　
平
　
子

秋
つ
ま
る
日
毎
短
き
日
溜
り
は
私
を
迎

え
や
わ
ら
か
く
包
む

石
井
　
幸
子

映
え
渡
る
山
並
み
紅
葉
と
色
め
け
ば
冬

着
に
吾
も
あ
れ
こ
れ
迷
う

須
藤
シ
ツ
エ

我
が
郷
の
紅
葉
の
季
に
身
は
痛
み
懐
か

し
の
景
床
に
て
偲
ぶ

前
田
喜
三
子

秋
深
く
落
ち
来
る
木
の
葉
ち
ら
ち
ら
と

風
に
乗
せ
ら
れ
ほ
お
を
撫
で
ゆ
く

関
根
ヨ
ネ
子

天
高
し
紅
葉
は
見
頃
爽
や
か
な
滝
の
し

ぶ
き
に
心
洗
わ
れ
る

藤
田
千
代
子

山
川
の
自
然
豊
か
な
鮫
川
の
紅
葉
を
眺

め
活
力
も
ら
う

関
根
ハ
ナ
ヨ

秋
空
に
映
え
る
館
山
鮮
や
か
な
紅
葉
に

染
ま
り
シ
ン
ボ
ル
凛
と

板
橋
　
源
良

乳
離
れ
に
三
日
鳴
き
た
る
牛
の
仔
の
声

枯
れ
果
て
て
今
日
は
聞
こ
え
ず関

根
キ
ヌ
子

二
本
松
少
年
隊
の
菩
提
寺
に
十
二
才
の

戦
死
碑
文
に
感
銘

矢
吹

　
一
二

秋
空
の
吟
行
会
は
心
浮
く
滝
や
紅
葉
の

自
然
に
癒
さ
れ

北
條

　
　
平

酒井駒子編、白泉社

SU
ZU

K
I  CH

IH
O

健康なからだをつくる

豆乳の魔法レシピ

よるくまクリスマスのまえのよる

浜内千波著、誠文堂新光社

　

私
は
生
ま
れ
つ
き
の
運
動
音
痴
で
す

が
、
子
ど
も
と
手
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル

す
る
感
動
を
味
わ
っ
て
以
来
、
家
族
旅

行
を
兼
ね
て
各
地
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
古
く
か
ら
の
友
人
に
話
す
と
、

驚
き
ま
す
。
私
自
身
も
驚
き
ま
す
が
、

こ
れ
が
鮫
川
村
の
良
さ
だ
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
人
が
少
な
い
分
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
に
参
加
で
き
、
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
は
子
ど
も
に
と
っ
て

も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な

が
主
役
と
な
り
、
持
て
る
力
を
存
分
に

発
揮
で
き
る
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
５

年
前
の
震
災
の
と
き
に
は
、
子
ど
も
を

連
れ
て
実
家
に
帰
ろ
う
か
迷
い
ま
し
た

が
、
被
災
し
た
人
た
ち
を
思
え
ば
、
福

島
県
を
離
れ
る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
と

思
い
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ

で
今
で
は
親
子
と
も
ど
も
た
く
さ
ん
の

友
人
、
先
輩
に
支
え
ら
れ
、
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
の
夢
は
、（
今
と
な
っ
て

は
子
ど
も
に
追
い
つ
け
な
い
で
い
る
）

ラ
ン
ニ
ン
グ
力
を
強
化
し
、
マ
ラ
ソ
ン

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
先
に
は
、
作
る
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
、

楽
し
む
こ
と
を
極
め
、
鮫
川
村
の
自
然

を
満
喫
す
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
り
た

い
で
す
。

　

次
号
は
、
常
盤
克
博
さ
ん（
赤
坂
中
野
字
伏

木
田
）に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！
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厚
紙
を
帯
状
に
し
た「
紙
バ
ン

ド
」
で
か
ご
バ
ッ
グ
を
作
っ

て
い
る
舟
木
寿
美
子
さ
ん
。
作
品
は

「
手
・
ま
め
・
館
」
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

作
り
始
め
た
の
は
２
、３
年
前
。

塙
町
の「
東
部
多
目
的
ホ
ー
ル
」
の

管
理
当
番
を
し
て
い
た
と
き
、
そ
こ

で
行
わ
れ
た
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
に
参

加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

太
さ
や
色
が
異
な
る
紙
バ
ン
ド

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
自
分
好

み
の
模
様
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
編
み
方
は
数
種
類
あ
り
、
形

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
「
最
初
の
こ
ろ
は
、
編
ん
で
ほ
ど
い

て
を
何
度
も
繰
り
返
し
ま
し
た
。
き

れ
い
に
で
き
な
い
と
気
が
済
ま
な
い

ん
で
す
」
と
は
に
か
み
ま
す
。
編
む

力
加
減
で
形
が
変
わ
る
た
め
、
均
等

な
力
で
編
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
さ
さ
や
か
な
老
後
の
楽
し
み
」

と
笑
う
寿
美
子
さ
ん
で
す
が
、
そ
の

評
判
は
人
か
ら
人
へ
と
伝
わ
り
、
頼

ま
れ
て
作
っ
た
り
教
え
た
り
す
る
こ

と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
、
仲
間
が
増
え
た
と
い

い
ま
す
。
ま
た
、「
完
成
し
た
と
き
の

喜
び
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
あ
げ
た

り
教
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
人
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で

す
」
と
に
っ
こ
り
。
そ
れ
が
寿
美
子

さ
ん
の
さ
ら
な
る
制
作
意
欲
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

「手作りは味がある」とさま
ざまなかごバッグを作る寿
美子さん（写真手前中央）

友人に作り方を教える寿
美子さん（写真中央）。気
心が知れた友人と和気あ
いあいと手仕事を楽しむ

み ん な の ペ ー ジ

前田なつきさん

まえだ・なつき
1994年８月９日生まれ　21歳
Ｏ型　しし座
趣味はバレーボール
赤坂東野字前田

★今、夢中になっているこ

とは？

　おしゃれなカフェなどを

探して行くことです。お店
の雰囲気に癒やされながら、
友だちと話をすることが何
よりも楽しいです。
★これからチャレンジしてみ

たいことは？

　仕事で家族といる時間が

減ってしまったので、家族
旅行したいです。また、社
会人１年目で覚えることが

たくさんあります。職場の

先輩たちは資格をもってい

るので、私も資格を取りた

いです。
★鮫川村に住んでいて感じ

ることや好きなところは？

　仕事を始めて、村民の人
たちと接する機会が増えま

した。気軽に話しかけてく

れるなど、優しくて温かい

人が多いと感じています。
★鮫川村に要望などはあり

ますか？

　地元の同級生で集まって

飲み会をするにしても、村
内には気軽に集まれる場所
がありません。時間を気に

せず自由に使える場所があ

るといいです。あと、子ど

もが散歩したり遊んだりで

きる公園がほしいです。

■

■材料（４人分）
もち米…カップ２　とろろいも…500g　ゴボウ…80g
ニンジン…80g　干ししいたけ（戻したもの）…５～６枚
刻み昆布（戻したもの）…カップ１　青豆…40g
寒ざらし粉…150g
【材料Ａ】すりごま…小さじ２　しょうゆ…大さじ３
塩…小さじ1/2　酒…大さじ２　みりん…大さじ２

■作り方
❶もち米は一晩水につけ、ザルにあげておく。
❷とろろいもはボウルの中にすりおろす。
❸ゴボウ、ニンジン、干ししいたけ、刻み昆布はみじん
　切りにし、オリーブ油で炒める。青豆は細かく刻む。
❹❷の中に❸を入れ、【材料Ａ】、寒ざらし粉を加えてよ
　く混ぜ合わせる。
❺❹を小さいボール状に丸め、❶のもち米の上を転がし
　ながらつける。
❻❺を15分蒸す。

若者の広場　№ 132

紙バンドかごバッグ

舟木寿美子さん
ふなき・すみこ／赤坂西野字欠下／ 67歳

完成したときの喜びと
人に喜んでもらえるうれしさ

１月は、矢吹彩音さん（赤坂東
野字遠ヶ竜在住）の予定です。

優
し
く
て
温
か
い
人
が
多
い
鮫
川
村

あなたの

Vol.41

光る技

キラり

五目とろろ蒸し

今月の一品

19年度アイディア料理コンテスト最優秀賞作品

さ め が わ レ シ ピ

阿久津澄子さん（75）西山字折戸
紹介者から一言

とろろいもをたくさん作っているので、新
しい食べ方ができないかと試行錯誤しまし
た。化学調味料を使わず、塩を少し入れて
味をしめたことがポイントです。
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　村民保養施設「さぎり荘」の年末年始の休業
日は、12月31日から翌年１月４日までとしていま

したが、下表のとおり臨時営業しますので、利用
してください。
　臨時営業日の利用時間は、14時から20時まで

です。（毎週水曜日は定休日）

問村民保養施設「さぎり荘」☎㊾２２０５

　 村農 業 者ト

レーニングセン

ターに新たなト

レーニングマシン

を導入しました。
27種類の筋力ト

レーニングがで

きますので、体質
改善などに利用してください。
使用方法　①必ずトレセン窓口で受け付けして

ください。②マシンの使用方法の説明を聞い

てから使用してください。
その他　①体調が優れない人、療養中の人は使
用を控えてください。一切の責任を負いかね

ます。②小・中学生は個人使用できません（中
学生の団体使用は応相談）。

問さめがわスポーツクラブ事務局（トレセン内）
　☎㊾３２９５

情報ＢＯＸ
暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

nformationi

■電話番号

鮫川村役場（代表・総務課）
☎ 0247―49―3111
FAX 0247―49―2651

防災無線でむし歯予防を

呼びかけます。

12月の担当は―
鮫川中学校
保健給食委員会（３年）

　関根美可さん ㊧

　湯座真代さん

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
電
話
帳

を
発
行
し
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
、
12
月
中

に
順
次
、
新
し
い
福
島
県
版
の

電
話
帳
を
各
家
庭
や
事
業
所
へ

お
届
け
し
ま
す
。
現
在
使
っ
て

い
る
電
話
帳
は
回
収
し
ま
す
の

で
、
お
届
け
の
際
に
配
達
員
に

渡
し
て
く
だ
さ
い
。
回
収
し
た

電
話
長
は
新
し
い
電
話
帳
の
原

材
料
と
な
り
ま
す
。
不
在
な
ど

で
配
達
員
に
電
話
帳
を
渡
せ
な

か
っ
た
場
合
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ
へ
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、

改
め
て
回
収
に
行
き
ま
す
。

問
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
☎
０

１
２
０
‐
５
０
６
３
０
９

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
は
、
ツ
ツ
ガ

ム
シ
の
幼
虫
に
刺
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
経
皮
感
染
す
る
急
性

感
染
症
で
す
。
人
か
ら
人
へ
は

感
染
し
ま
せ
ん
。
ツ
ツ
ガ
ム
シ

病
を
疑
う
よ
う
な
症
状
が
出
た

場
合
は
、
早
急
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

症
状　

初
期
症
状
は
風
邪
に
似

て
お
り
、
頭
痛
や
倦
怠
感
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

発
熱
、
リ
ン
パ
節
腫
大
な
ど

の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

予
防
方
法　

①
山
、
草
地
に
入

る
場
合
や
農
作
業
を
行
う
場

合
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

長
靴
や
ゴ
ム
手
袋
を
着
用
す

る
②
衣
類
を
草
む
ら
に
置
い

た
り
、
草
む
ら
に
座
っ
た

り
、
寝
転
ん
だ
り
、
用
便
を

し
た
り
し
な
い
③
虫
除
け
ス

プ
レ
ー
を
使
用
す
る
④
作
業

後
は
、
入
浴
や
シ
ャ
ワ
ー
な

ど
を
し
て
着
替
え
る
⑤
着
用

し
た
衣
類
は
、
放
置
せ
ず
洗

濯
す
る

問
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
感
染

症
予
防
チ
ー
ム
☎
０
２
４
８

㉒
６
４
０
５

難
病
の
人
へ
向
け
た

医
療
費
助
成
制
度

　

指
定
難
病
患
者
で
、
症
状
が

一
定
程
度
以
上
ま
た
は
高
額
な

医
療
費
を
支
払
っ
て
い
る
場
合

は
、
医
療
費
助
成
制
度
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

概
要　

①
指
定
難
病
の
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
が
２
割
に

引
き
下
げ
ら
れ
る
。
※
１
割

負
担
の
人
は
変
わ
ら
な
い
。

②
外
来
・
入
院
の
区
別
な

く
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ
た

医
療
の
自
己
負
担
上
限
額

（
月
額
）
が
設
定
さ
れ
る
。

認
定
基
準　

指
定
難
病
に
か

か
っ
て
い
て
、
次
の
い
ず
れ

か
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に

認
定
さ
れ
ま
す
。
▼
①
症
状

が
一
定
程
度
以
上
の
場
合
※

主
治
医
に
よ
く
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
②
申
請
し
た
月
か

ら
12
ヵ
月
前
ま
で
の
期
間

で
、
指
定
難
病
に
係
る
医
療

費
総
額
が
月
額
３
３
３
３
０

円
を
超
え
る
月
が
３
回
以
上

あ
る
場
合
。

申
請
手
続
き　

県
南
保
健
福
祉

事
務
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
に
必
要
な
書
類
な

ど
は
、
各
保
健
福
祉
事
務
所

ま
た
は
県
健
康
増
進
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

問
県
健
康
増
進
課
☎
０
２
４

　

‐
５
２
１
‐
７
６
４
０

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
28
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

出
願
期
間　

▼
第
１
回
…
２
月

29
日
㊊
ま
で
▼
第
２
回
…
３

月
20
日
㊐
ま
で

出
願
方
法　

放
送
大
学
福
島
学

習
セ
ン
タ
ー
に
資
料
を
請
求

す
る
か
、
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
４
‐
９
２
１
‐

７
４
７
１

（
平
日
の
９
時
か
ら
17
時
ま

で
）

苦
情
解
決
第
三
者
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す

　

村
運
営
の
鮫
川
保
育
園
、
村

高
齢
者
福
祉
施
設
が
提
供
し
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
意
見
、

要
望
、
苦
情
な
ど
に
適
切
に
対

応
す
る
た
め
、
施
設
内
に
「
苦

情
受
付
担
当
者
」
お
よ
び
「
苦

情
解
決
責
任
者
」
を
置
い
て
苦

情
な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
苦
情
解
決
第
三
者

委
員
」
を
委
嘱
し
、
利
用
者
な

ど
か
ら
の
苦
情
な
ど
の
適
切
な

解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。
村
は

高
杉
タ
カ
子
さ
ん
＝
赤
坂
東
野

字
大
竹
＝
、
佐
藤
文
夫
さ
ん
＝

赤
坂
西
野
字
火
打
石
＝
の
２
人

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
任
期
は

27
年
11
月
１
日
か
ら
30
年
10
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

苦
情
解
決
第
三
者
委
員
は
、

中
立
的
な
立
場
で
、
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

問
村
住
民
福
祉
課
☎
49
３
１

　

１
３

労
働
困
り
ご
と
相
談
会

　

賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の
労

働
条
件
、
解
雇
、
退
職
な
ど
の

労
働
に
関
す
る
困
り
ご
と
な
ど

の
相
談
を
現
地
お
よ
び
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

現
地
相
談
会
は
、
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
（
12
月
11
日
㊎
16

時
ま
で
）
。

日
時　

12
月
13
日
㊐
10
時
〜
16

　

時
会
場　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

電
話
相
談　

☎
０
２
４
‐
５
２

　

１
‐
７
５
９
４

そ
の
他　

労
使
困
り
ご
と
相
談

は
、
来
所
、
電
話
、
電
子

メ
ー
ル
（r

o
u
d
o
u
s
o
u
d
a
n
@

p
r
e
f
.
f
u
k
u
s
h
i
m
a
.
l
g
.

j
p

）
な
ど
で
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎
０

　

２
４
‐
５
２
１
‐
７
５
９
４

保
健
・
福
祉

i
案
内

i

相
談

i

募
集

i
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住民福祉課
　健康係　　　 　49-3112
　住民係・福祉係 49-3113
農林課　　　　 　49-3114
企画調整課　　 　49-3115
地域整備課
　建設係　　 　　49-3116
　環境係　　　 　49-3196
農業委員会　　 　49-3197
議会事務局　　 　49-3198
出納室　　　　 　49-3199

【その他の機関】
教育委員会　　 　49-3151
図書館　　　　 　29-1150
農業者トレーニングセンター
　　　　　　　 　49-3295
学校給食センター 49-2113
こどもセンター（保育園・
幼稚園）　　　　　29-1010
保健センター 　　29-1231
国保診療所　 　　49-2028
ほっとはうす・さめがわ
　　　　　　　 　48-2555
手･まめ･館　　 　49-2556
山王の里　　　 　48-2848

■鮫川村公式ホームページ

http://www.vill.samegawa.
fukushima.jp/

■今月の納税　　　　　　　　

村県民税（第４期）
国民健康保険税（第７期）
介護保険料（第７期）
後期高齢者医療保険料（第５期）
※納期限：12月25日(金)

さぎり荘の年末年始の営業日

トレーニングセンターに
新たなトレーニングマシン導入

毎
月
８
日
は「
歯
の
日
」で
す

月  日 12/31㊍ １/１㊎ 1/２㊏ 1/３㊐ 1/４㊊
営  業 ○ 休 休 ○ ○

【お願い】飲酒や体調不良時の入浴は、健康のためにご遠慮
ください。
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暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

情報ＢＯＸ

暮らしのカレンダー
日 月

６ ７
　おおひら整形外科クリニック
　(棚倉町)☎33-9468

●図書館休館日

●トレセン休館日

13 14
　塙厚生病院(塙町)☎43-1145

●親子読書教室…10:00～[図]

●図書館休館日

●トレセン休館日

●３～４ヵ月児健康診
　査・お母さんの口腔
　健康相談…13:30 ～
　／塙厚生病院

20 21
　木村医院(矢祭町)☎46-3528 ●図書館休館日

●トレセン休館日

27 28
　つちやクリニック(塙町)☎43-2250 ●図書館休館日

●トレセン休館日

●役場仕事納め

３ ４
　大木医院(棚倉町)☎33-2424

●図書館休館日

●トレセン休館日

●「さぎり荘」臨時営業…14:00 ～ 20:00

●図書館休館日

●トレセン休館日

●「さぎり荘」臨時営業
　…14:00 ～ 20:00

●役場仕事始め

●消防団出初式

火 水 木 金 土

12/１ ２ ３ ４ ５
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●こどもセンターお遊
　戯会 [こ]

８ ９ 10 11 12
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●やまゆり乳児室 [こ]

●やまゆり保育室 [こ]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●わくわく図書館ひろば

　…16:00～ [図]

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

15 16 17 18 19
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●やまぶきの会…
　10:00 ～ 15:00[保]

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●心配ごと相談…
　13:00 ～ 15:00[公]

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

22 23 天皇誕生日 24 25 26
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●幼稚園、小・中学校
　終業式

　あらまちクリニック
　(棚倉町)☎33-8018

●図書館休館日

●トレセン休館日

●「さぎり荘」定休日

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●村県民税などの納期限

29 30 31 １/１ 元日 ２
●図書館休館日

●トレセン休館日

　ふじた循環器科内科
　クリニック(棚倉町)
　☎33-2013

●図書館休館日

●トレセン休館日

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日

　金澤医院(矢祭町)
　☎46-2312

●図書館休館日

●トレセン休館日

●「さぎり荘」臨時営業
　…14:00 ～ 20:00

　和田医院(棚倉町)
　☎33-2012

●図書館休館日

●トレセン休館日

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日
●「すまいる」定休日

　東舘診療所(矢祭町)
　☎46-3165

●図書館休館日

●トレセン休館日

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日

●「すまいる」定休日

５ ６ ７ ８ ９
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●幼稚園、小・中学校
　始業式

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

人の
動き

11/１現在・（　）は前月比

人口 ３,780人 （－2）
（±0）
（－2）
（±0）

　女
1,904人　男
1,876人

世帯 1,156戸

i 医＝休日当番医   [公] ＝公民館   [図]＝図書館   [保]＝保健センター
[ト] ＝農業者トレーニングセンター   [こ]＝こどもセンター 12

医

医

医

医 医

医

医 医 医

医

※行事などの日程は都合により変更になる場合があります。

おく
やみ

10月届け出分・敬称略

住 所 氏 名 月 日 年齢

大久保 生田目イツ  9.28 80歳
羽 双 棚井　タケ 10. 6 78歳
伏木田 小林　　栄 10. 7 58歳
内ヶ竜 宗田　トミ 10.10 76歳
酒 垂 石井　芳子 10.13 88歳
江 堀 山形　英夫 10.18 59歳

■社会福祉事業のために[金員]…棚
井幸一（羽双）　小林大介（伏木田）
宗田隆幸（内ヶ竜）　石井久次（酒垂）
■村長が必要と認める事業のために
[金員 ]…大樂勝了（東京都）　大樂
尚弘（宮城県）　大樂勝之（山形県）
大樂憲子（大塩）

寄付
寄贈

10月受理分・敬称略

第１日曜日は環境美化の日

第１日曜日は環境美化の日

December
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※お誕生、おくやみ、寄付・寄贈欄への掲載を希
　望しない人は、届け出の際に申し出てください。

お誕生

10月届け出分・敬称略

お誕生はありませんでした

編/集/ 後 / 記
■早いものでもう師走。今年も残すところ
１ヵ月となりました。皆さんにとって、今
年はどんな年でしたか。振り返ってみる
と、１年があっという間に過ぎてしまった
ように感じます。■さて、日ごとに寒さが
厳しくなってきました。体調を崩しやすい
季節ですが、村民の皆さんが健康で新年を
迎えられますことを願い、2015年最後の
編集後記にしたいと思います。　　（前田）


